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○八女市は、県庁所在地の福岡市からは約 50 ㎞離れており、北は久留米市、広川町、うきは市、西は

筑後市、みやま市、南は熊本県、東は大分県に接しています。 

○八女市の面積は、39.34㎢から平成 22 年の合併後 482.44㎢となり、総面積県内 2 位となりました。 

○平成 18 年に上陽地域、平成 22 年に黒木地域、立花地域、星野地域、矢部地域と合併し、市域形状

は平坦地から山間地域まで多岐にわたっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲八女市の地勢 

資料：国土地理院「色別標高」 

八女地域 

黒木地域 

立花地域 

上陽地域 

星野地域 

矢部地域 

▲八女市の位置 

福岡県 
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○昭和９年以降、八女地域、黒木地域、立花地域においてそれぞれ都市計画区域が設定され、平成 22

年に現在の八女市が誕生してからも、地域特性に応じたまちづくりが進められてきました。 

○「福岡県都市計画基本方針（福岡県議会の議決：平成 27 年 10 月９日）（以下、「基本方針」という。）」

で示された“持続可能な都市づくり”の推進に関する県の考え方や方針および基準等を踏まえ、「福

岡県都市計画の運用方針（平成 28 年 12 月）（以下、「運用方針」という。）」が改訂されています。 

○八女市においては、運用方針の中で示されている福岡県の大規模集客施設の立地基準等と整合した

まちづくりを進めています。 

○さらに、基本方針を踏まえて、55 あった福岡県の都市計画区域は 14 に再編されており、その中で

八女地域、黒木地域、立花地域は、久留米市（一部）、柳川市、筑後市、大川市、みやま市（一部）、

広川町とあわせて筑後中央広域都市計画区域を形成しています。 
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○八女市では、八女福島と黒木の 2 地域が重要伝統的建造物群保存地区に選定され、保護されていま

す。 

○八女福島伝統的建造物群保存地区は、平成 14 年に選定され、江戸期以来の町並みの街路構成ととも

に多くの建築物が残されています。現在の八女福島は、江戸期以降の町並みの景観を色濃くとどめ

た地域です。 

○黒木伝統的建造物群保存地区は、平成 21 年に選定され、近世後期以降の居蔵造の重厚な町家が残る

とともに、矢部川の堰や、町中を流れる水路、矢部川対岸の棚田など水利にまつわる歴史的風致を

良く残し、我が国にとって価値が高い地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：文化庁 重要伝統的建造物群保存地区一覧 

▲伝統的建造物群保存地区の概要 
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②筑後都市圏都市計画区域マスタープラン（令和 3 年 4 月告示） 

・福岡県では八女市を含む筑後都市圏における都市計画の基本的な方針を定めています。 

・様々な社会・経済の変化に対応するため、5 つの基本理念と、「地域色を活かした文化と産業を育む

田園都市圏の形成をめざす筑後都市圏」という都市づくりの目標を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲筑後都市圏都市計画区域マスタープランより 
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・同計画では、これまでの拠点形成の考え方に加え、各拠点を効率的に接続する公共交通軸を設定し、

同軸沿線の一部にも都市機能や居住機能の誘導を行う方針を示しております。 

・八女市に係る具体的な広域拠点・公共交通軸については以下のとおりです。なお、拠点については、

「八女市役所立花支所周辺」「八女市黒木地域交流センター「ふじの里」周辺」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲筑後都市圏都市計画区域マスタープランより 





第２章 

八女市の現状と課題 

 

 

④立花町都市計画マスタープラン（平成 9 年 6 月策定） 

・おおむね 20 年後を見据えた、立花地域の都市空間構造や土地利用方針や都市施設整備の方針となる

ものです。 

・土地利用の方針として「既存の中心市街地を主体とした、コンパクトな市街地を形成」を掲げ、将

来的には八女市と広域的に一体となった市街地としての整備を図っていくものとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土地利用構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市街地形成の方向性 

土地利用の方針 

・光友地域を町の中心核として位置づけ、比較的大きな市街

地拡大を図りつつ、北山地域を副次核的な位置づけとし

て、同時並行的に市街地拡大を図る。 

・この 2つの市街地は、日常的には独立しているものの、町

全体としてはゆるやかに結びついた市街地を形成する。 

▲立花町都市計画マスタープランより 

・既存の路線的な商業施設だけでなく、新たな商業・業務施

設の集積を図った商業地区を形成し、町の中心核（顔）と

して位置づける。 

・既存の点在した工業施設だけでなく、新たな工業団地をベ

ースにした工業地区の形成を図り、工業施設の純化を図

る。 

・拡大する新市街地においては、良好な居住環境を備えた住

居専用地域の指定を考慮する。 

【 配 置 】 

・既存の中心市街地を主体とした、コンパクトな市街地を形

成する。 

・今後の市街地の拡大については、中心市街地周辺における

農振白地部分や一部の農用地の転用によって対応する。 

・市街地整備のための公共投資の効率性を考慮し、できるだ

け連坦した市街地形成を図るものとするが、北山地域およ

び山崎地域については、地理的条件により飛市街地として

整備を行う。 

・また、八女市街地との連坦性も考慮して、将来的には八女

市と広域的に一体となった市街地としての整備を図って

いくものとする。 

【 区 域 】 
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⑤八女市地域公共交通網形成計画（平成 30 年 3 月策定） 

・第 4 次八女市総合計画（基本構想）で掲げた将来都市像の実現に向けて、「安心で心ゆたかな暮らし

と交流を支える使いやすい公共交通」を公共交通のあり方として定めています。 

・地域間幹線系統の路線バスを公共交通の主軸と位置付け、市域外への移動は主軸と高速バス・JR と

の連携によって、市域内の各地域（旧市町村）間の移動は主軸が、各地域内の移動はふる里タクシ

ーや地域内支線の路線バスが担うこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市地域公共交通網形成計画より 
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2）都市計画区域 

○本市の行政区域のうち、都市計画区域は 12.6％になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位:km2

行政区域 482.44 100%

うち、都市計画区域 60.79 12.6%

うち、用途地域 6.31 1.3%

うち、準都市計画区域 2.81 0.6%

※ ％は行政区域面積に対する割合

資料：国土地理院地図、都市計画現況調査 

▲八女市の都市計画区域 
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1）人口の推移 

○人口は昭和 30 年以降減少傾向が続いており、令和 22 年（2040 年）には 4.2 万人まで減少（令和２

年から約３割減少）することが予測されています。 

○高齢化率は八女市全体では 36.7％であるが、令和 22 年度には 45％強まで上昇すると予測されてい

ます。 

○一方で、生産年齢人口は 51.1％から 44.3％へ減少することが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の人口推移と将来推計人口 

▲八女市の年齢階層別人口推移と将来推計人口 

資料：令和  2 年以前：国勢調査、 

令和  7 年以降：国立社会保障・人口問題研究所推計値 

資料：令和  2 年以前：国勢調査、 

令和  7 年以降：国立社会保障・人口問題研究所推計値 
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②人口密度（平成 27 年・令和 22 年） 

○用途地域内では、人口密度の大幅な低下が予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

用途地域における 

人口密度の低下が顕著 

八女地域 

立花地域 

黒木地域 

▲都市計画区域内における現在の人口密度（平成 27 年） 

▲都市計画区域内における将来の人口密度（令和 22 年） 

▲人口密度の増減（平成 27 年→令和 22 年） 

資料：国立社会保障・人口問題研究所をもとに算出 
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③高齢者人口密度（平成 27 年・令和 22 年） 

○用途地域内の高齢者人口密度の低下が予測される一方で、八女地域の国道 442 号周辺地域において

は、上昇が予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲都市計画区域内における現在の高齢者人口密度（平成 27 年） 

▲都市計画区域内における将来の高齢者人口密度（令和 22 年） 

▲高齢者人口密度の増減（平成 27 年→令和 22 年） 

資料：国立社会保障・人口問題研究所をもとに算出 

国道 442 号 

用途地域における 

高齢者人口密度の低下が顕著 国道 442号周辺での 

高齢者人口密度が上昇 

八女地域 

立花地域 
黒木地域 

国道 442 号 

国道 442 号 
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④年少人口密度（平成 27 年・令和 22 年） 

○用途地域内の、特に八女地域と黒木地域で年少人口密度の低下が顕著であり、少子化の進行が懸念

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲都市計画区域内における現在の年少人口密度（平成 27 年） 

▲都市計画区域内における将来の年少人口密度（令和 22 年） 

▲年少人口密度の増減（平成 27 年→令和 22 年） 

資料：国立社会保障・人口問題研究所をもとに算出 

八女地域と黒木地域における 

年少人口密度の低下が顕著 

八女地域 

立花地域 

黒木地域 
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2）生活利便施設 

①店舗（商業施設） 

○商業施設は、八女地域に集中しており、その他、黒木地域の市街地にも立地しています。 

大型店舗の市内進出や国道 442 号（筑後八女バイパス）開通により市内の小売店等は厳しい経営状

況下にあります。中心市街地である福島地域をはじめ、暮らしを支える商業圏域をいかに維持し、

活性化させるかが重要です。 

また、上陽地域に立地していたスーパーマーケットは、平成 28 年に閉店し、現在はコンビニエンス

ストアが立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲八女市の店舗（商業施設）の分布 
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②医療施設 

○医療施設は、八女地域、黒木地域に集中しており、その他の地域においては、病院・診療所が点在

しています。救急指定病院は、公立八女総合病院、柳病院、川崎病院の 3 病院があり、いずれも八

女地域内に立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の医療施設の分布 
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③福祉施設 

○福祉施設は、ほとんどが八女地域に集中しています。その他の地域においては、主に支所周辺に 1

～2 箇所が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1:「介護老人施設」や「介護福祉施設等」等が該当 
※2:「有料老人ホーム」や「サービス付き高齢者向け住宅」等が該当 
※3:「デイサービス」や「デイケア」等が該当 

▲八女市の福祉施設の分布 
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④子育て施設 

○保育園・幼稚園は、八女地域、黒木地域に集中しており、その他の地域においては、地域内に点在

しています。 

○子育て支援センターは、八女地域、立花地域、黒木地域、星野地域に立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の子育て施設の分布 
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⑤教育・文化施設（学校・図書館）、生涯学習施設 

○八女市内には、小学校 13 校、中学校 8 校、義務教育学校（小中一貫教育）2 校、高等学校 3 校、中

等教育学校（中高一貫教育）2 校、専門学校 2 校が立地しています。 

○図書館は市内各地域に立地していますが、劇場のような施設は八女地域の中心市街地のみに立地し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の教育・文化・生涯学習施設の分布 
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⑥スポーツ施設 

○スポーツ施設は、主に市役所本庁や支所周辺に点在しています。特に八女地域、黒木地域に多く立

地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市のスポーツ施設の分布 
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⑦地域交流施設 

○地域住民が集まれる公民館や地域交流センター等の地域交流施設は、市内各地区に点在しています

が、矢部地域においては、支所周辺にのみ立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の地域交流施設の分布 
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⑧行政機関 

○八女地域には市役所本庁が、その他の地域には支所が 1 箇所ずつ立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の行政機関の分布 
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⑨金融機関 

○郵便局や銀行は、八女地域、黒木地域に集中しています。 

○立花地域には郵便局が点在していますが、銀行は立地していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の金融機関の分布 
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⑩観光施設 

○観光施設は市内に広く分布しており、市街地から離れたところにも点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の観光施設の分布 
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2）施設管理費 

○公共施設等の管理費について、地方公会計における固定資産台帳（平成 25 年度分）を基に、将来の

施設整備費（更新費用等）を推計し、財政シミュレーションを行った場合、資金不足に陥らないた

めには、今後 30 年間において施設整備費（更新等費用等）および維持管理費用を約 445 億円縮減

することが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：八女市公共施設等総合管理計画（平成 30 年改定） 
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▲八女市の災害危険箇所 

拡大① 

拡大② 

拡大③ 

▲八女市の災害危険箇所(福島地域拡大図：拡大①) 
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▲八女市の災害危険箇所(黒木地域拡大図：拡大②) 

▲八女市の災害危険箇所(立花地域拡大図：拡大③) 



第２章 

八女市の現状と課題 

 

 

1）伝統的建造物群保存地区の概要 

○八女市では、八女福島と黒木の 2 地域が重要伝統的建造物群保存地区に選定され、保護されていま

す。 

○八女福島伝統的建造物群保存地区は、平成 14 年に選定され、江戸期以来の町並みの街路構成ととも

に多くの建築物が残されています。現在の八女福島は、江戸期以降の町並みの景観を色濃くとどめ

た地域です。 

○黒木伝統的建造物群保存地区は、平成 21 年に選定され、近世後期以降の居蔵造の重厚な町家が残る

とともに、矢部川の堰や、町中を流れる水路、矢部川対岸の棚田など水利にまつわる歴史的風致を

良く残し、我が国にとって価値が高い地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：文化庁 重要伝統的建造物群保存地区一覧 

▲伝統的建造物群保存地区の概要 
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2）伝統的建造物群保存地区を活用した取り組み 

○近年、福島地域・黒木地域の伝統的建造物を活用したまちづくり活動が行われており、八女市にお

ける関係人口を育むきっかけとなっています。 

○福島地域では、町並みを活用したイベントを毎年開催しており、また町並みの景観の再生が進むに

合わせて移住者・出店者数が増加しています。 

○黒木地域では、「黒木地区町並み保存協議会」を立ち上げ、地域活性化に取り組む動きがあります。 

【福島地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒木地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲伝統的建造物群保存地区を活用した取り組み 

資料：文化庁 重要伝統的建造物群保存地区一覧 
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3）歴史的文化遺産の保存・活用への取り組み 

○郷土の英雄「筑紫君磐井」がいた古墳時代に始まり、「懐良親王」「良成親王」の活躍する南北朝時

代を経て積み重ねてきた八女の歴史は、次の世代に継承していくべき大切な遺産であり、市民にと

ってかけがえのないものです。 

○筑紫君磐井と八女古墳群及び南北朝時代等の歴史的文化遺産を保存しながら活用するため、磐井の

乱 1500 年祭に向けた事業や八女古墳群の保存・整備・活用、八女市南北朝時代歴史回廊基本構想の

推進等を今後も進めていきます。 

○また、八女福島の燈籠人形や黒木笠原地区の旭座人形芝居をはじめとした、数多くの伝統文化や祭

りが今も伝承され、芸術家や作家も多数輩出しています。 

○無形民俗文化財（国、県、市）に指定された伝統文化の継承を図るため、今後も保存会等に対する

支援を行うとともに、「八女福島の燈籠人形」「旭座人形芝居」「八女津媛神社の浮立」等の後継者育

成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲岩戸山歴史文化交流館 
（常設展示室には磐井に関する資料も展示） 

▲八女福島の燈籠人形のパンフレット 

資料：八女市 HP より 

資料：八女市 HP より 
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11）都市づくりに希望することについて（前回策定時からの変化） 

①八女市の好きなところ（残して欲しいもの） 

○前回策定時（平成 17 年度）と比べて、今回は重複回答が減少しており、その中で「歴史文化」の継承

や農地や山地等の緑を残して欲しいという割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②八女市で改善して欲しいところ 

○前回策定時（平成 17 年度）と比べて、今回は重複回答が減少しており、その中で「公共交通」の改善

要望の割合は前回を上回っています。次いで多いのが前回同様「道路や歩道」の整備です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の好きなところ（残して欲しいもの）の変化 

▲八女市で改善して欲しいところの変化 
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